
ペット同伴宿泊規約
ワンちゃん同伴での『リブマックス リゾートホテル』ご利用にあたり、下記を厳守して頂きます。

■受け入れ対象
･ペット宿泊専用プランで御予約頂いた場合のみ宿泊頂けます。
･宿泊可能なペットは『小型犬のみ』1部屋につき2匹までとさせて頂きます。
･日常室内で飼われているワンちゃんに限らせて頂きます。
※但し発情期・生理中・妊娠状態のワンちゃん・闘犬種は利用不可。ノミ・ダニ・寄生虫などが駆除されていない場合は利用不可。
※盲導犬、介助犬などは館内全ての場所において規制を設けておりません。

■室内ルールについて
･室内に入る前にワンちゃんの足を拭いてからご入室ください。（濡れタオルなど事前のご用意をお願いします。）
･トイレのしつけがされているようお願いいたします。
･無駄吠えをさせないようお願いいたします。（他の犬も吠えだす場合があるので、興奮したり吠えたりしないよう飼い主様が注意を払いましょう。
  万一、夜間に吠えたり暴れたりして他のお客様に迷惑になる場合は施設付近を数十分お散歩して頂く場合がございます。）
･室内の布団・ベッド・畳には入れないでください。お風呂場も絶対に入れさせないようお願いいたします。
･備品は通常の人数分のみでワンちゃんの食事、食器、寝具、トイレ、タオル等のご用意はございませんので、
 日常ご使用のものを各種ご持参ください。
･ワンちゃんの緊急用救急薬は飼い主様がご準備ください。
･客室内でのブラッシングは禁止させて頂きます。

■受け入れ基準
･10ｋｇ未満まで可。（目安として飼い主様が抱っこできればＯＫです。）
･狂犬病ワクチン接種、混合ワクチン接種をお願いいたします。接種日（年月日）の書類をチェックイン時に拝見させて頂きます。
 （ワクチンは最終接種日が1年以内。子犬の場合は混合ワクチンが規定回数を接種している。）
･宿泊前にシャンプー・グルーミングの実施、排泄は事前に済ませて頂くようお願いいたします。

■その他 注意事項
･ワンちゃんが同伴できるのは客室のある所だけです、共用部などはご遠慮ください。
･宿泊施設付近でのお散歩、糞の放置は厳禁。たとえ山でも糞はお持ち帰りください。
･当ホテルサービスはワンちゃんをお預かりするものではございません。
 ワンちゃんの管理は全て同伴者（飼い主様）の責任においてお願い致します。
･ワンちゃんが不慮の事故・ご病気になられても当ホテルは一切の補償を致しかねます。
  例:飼い主様がレストランに行っていて施錠をし忘れていたため、出て行って行方不明になったとしてもホテル側での弁済は致しかねます。

･当ホテルの指示に従わない場合や、飼い主様と連絡を取ることができない場合には、当ホテルはワンちゃんを
 ペットホテルに預ける、その他適切な処置をする権利を有します。
･ご宿泊の他のお客様、ホテルスタッフ等に危害を加えた場合、その損害賠償及び治療費等をご請求させて頂きますのでご了承ください。
･全ての責任は同伴者（飼い主様）になります。ご注意ください。
･当ホテルはペット同伴宿泊可能なホテルです、事前にご理解の上ご利用ください。動物アレルギー等、ホテルは一切の補償を致しかねます。

■チェックアウト時について
･チェックアウトの前には簡単なローラー等で抜け毛を取り、トイレの始末や消臭スプレーなど最低限の簡単な
 お掃除をして頂くようお願いします。
･万一、ワンちゃんが粗相をされましたらご報告お願いします。
･破損が発生した場合は、原則同伴者（飼い主様）へご請求させて頂きます。
･チェックアウト時に簡単なお部屋チェックに同行して頂きます。（10分程度お付き合い願います。）

ご署名を頂く事により内容をご理解頂き、ご滞在中は必ずお守り頂く事に同意されたものとさせて頂きます。
上記、内容について同意いたします。

日付　　　　年　　月　　日　　お名前　　　　　　　　　　　　　ワンちゃんのお名前

電話番号　　　　　　　　　　　ご住所

■外出時について
･ロビー・館内はケージに入れて移動してください。
･室内にワンちゃんのみのお留守番は極力お控えください。ワンちゃんのみのお留守番の際はケージに入れお水とお食事を
 ご用意ください。（尚、お留守番時の事故等に関しましては、当ホテルは一切の責任を負いかねます。）
･ロビー・館内移動時も含め、当ホテルスタッフはワンちゃんを一切お預かりできません、またお留守番時にトラブル・事故等が
 発生しても、当ホテルは一切の責任を負いかねます。



持ち物のチェックリスト
愛犬と楽しく旅行するために準備しておくとよいものをチェックリストにまとめました。

■リード
どんなに良い子でも、いつもと違う環境では何が起こるか
わかりません。公共の場に連れ出すときは必ず使用しましょう。

■迷子札
旅行中に迷子になると、探すのは大変です。
どんな場合でも、必ず首輪に装着しておきましょう。

■トイレグッズ
ビニール袋や新聞紙、ティッシュ、ウェットティッシュなどは
多めに持参しましょう。トイレの後には、持参した
ペットボトルの水で流して匂いを消しましょう。
水の入ったペットボトルは多めに用意しましょう。

■トイレシート
トイレシートは宿の室内にひいてあげてください。
そそうをした時にも使えます。

■ドッグフード
宿で用意されていても、食べてくれないこともあります。
いつもの食事を用意しておくと安心です。
一回分ずつ小分けにしておくと便利です。
全日程分用意しておきましょう。

■おやつ
いつもと違う環境で、なかなか言うことを聞いてくれないことも。
そんな時のために、大好きなおやつを用意しておきましょう。

■ケージ
ドライブ中は必ずケージに入れましょう。
運転の邪魔になったり、思わぬ事故の場合に大変危険です。

■水
飲み水のほかトイレ処理にも使いますので、
ペットボトルに入れて出来るだけ多めに持っていきましょう。
水道水で大丈夫です。
少なくなったら、パーキング等で補充しましょう。

■足拭きタオル
車内や建物内に入れる時に使います。
小型犬の場合はウェットティッシュでも良いでしょう。

■食器
慣れない旅先は、意外なところで神経質になることもあります。
食器が変わると食べないという場合もありますので、
いつもの食器を忘れずに持っていきましょう。
旅行用にと新しく用意したりしないようにしましょう。

■犬用マット・ベッド
宿泊先で一番にやってあげたいのは居場所を確保して
あげること。使い慣れたマットやベッドを用意して、
到着したらすぐに居場所を作ってあげてください。

■ブラシ
宿に入る前に、しっかり汚れや抜け毛を落としておくのが
マナーです。

■抜け毛取り用ガムテープ
宿を出る時には、ガムテープや粘着ローラーで抜け毛の
掃除をしましょう。

■消臭グッズ
トイレの後始末や退室時のにおい消しに使いましょう。

■新聞紙
トイレ処理や汚れ防止にも重宝します。多めに持参しましょう。

■ウェットティッシュ
ちょっとした汚れも手軽に拭けるので便利です。

■トイレットペーパー
トイレの処理や汚れ拭きなど、何かと使えます。

■タオル
雨に濡れた時や、足拭き、そそうなど、
色々な場面で重宝します。

■シーツ
ソファやベッドを覆って汚れ防止に使いましょう。

■ビニール袋
トイレ処理の必需品です。汚れたタオルや雑巾なども
入れるので多めに用意しましょう。

■雑巾
足跡や部屋の備品についた鼻のあとなどを拭き取りましょう。

■常備薬
観光地によっては、すぐに買えない所もあります。
滞在期間分より少し多めに持っていくと安心です。

■現地の病院、かかりつけの病院の連絡先
現地の病院の連絡先は、事前に必ず調べておきましょう。
ただし、症状によっては現地の病院に行くまでも無い場合も
あります。まずはかかりつけの先生に相談しましょう。

■予防接種証明書
宿によっては提示を求められる場合もあります。
事前に必ず聞いておきましょう。

■雨具
旅先で、普段以上に体力を消耗している上に雨に濡れると、
よけいに疲れさせてしまいます。
雨降りに備えて雨具は必ず用意しておきましょう。 


